
佐　藤　謙　悦
　農業を取り巻く環境・情勢が
大変厳しく、農業について、先
行きが見通せないなか、常に組
合員のため何が必要かを考え、
農家経済の安定と健全なＪＡ運
営に取り組んでまいります。

代
表
理
事
組
合
長

伊　藤　淑　人
　経済の先行き不透明感が
深まるなか、地域の組織と
しての存在感をアピールで
きるよう事業運営に取り組
んでまいります。

常

務

理

事

工　藤　寿　博
　組合員から必要とされる
組織としての役割を発揮し
ていくため、農業所得の増
大と農業生産の拡大に全力
で取り組んでまいります。

代
表
理
事
専
務

桂　田　和　弘
　ＪＡの健全性確保のため、
内部統制システムの確立を
目指します。また、役員の
行動規範を遵守し、監事の
責務を果たしてまいります。

松　嶋　須　直
　組合員の負託を受けた独
立の機関として理事の職務
の執行を監査することによ
り、組合の健全性を確保し、
良質なガバナンスの確立に
寄与してまいります。

戸　松　博　美
　本店建設、合併問題等課
題がありますが、組合員の
皆様の負託に応えられるよ
う研鑽に努め、誠心誠意取
り組んでまいります。

理

事

常

勤

監

事

代

表

監

事

石郷岡　　　章
組合員の利益に資すること
を第一義とし、監査業務を
遂行いたします。

塚　本　幹　夫
　監事としての役目を果た
すことは基本ですが、偏っ
た考えをもたず、厳正かつ
適正な判断で物事に取り組
んでまいります。

男　鹿　栄　子
　地域農業や組合員のため、
ＪＡの事業や運営をより良
くなるよう努力します。
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外

監

事

監

事

　

こ
れ
ま
で
は
、
理
事
１５
人
・
監
事

５
人
で
、
任
期
を
今
回
の
通
常
総
代

会
ま
で
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
お
い
て
、

代
表
理
事
専
務
を
務
め
て
き
た
佐
原

操
氏
、
常
務
理
事
を
務
め
て
き
た
小

林
義
昌
氏
、
代
表
監
事
を
務
め
て
き

た
渡
邉
博
氏
、
そ
の
他
こ
れ
ま
で
当

組
合
運
営
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂

い
た
理
事
７
人
と
監
事
１
人
が
今
期

限
り
で
ご
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　　

第
八
次
３
か
年
計
画
に
基
づ
き
、

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る
業

務
執
行
体
制
の
構
築
を
、
こ
れ
ま
で

検
討
し
て
き
た
結
果
、
今
年
３
月
に

開
催
し
た
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
一
環
と
し
て
役
員

定
数
を
削
減
し
、
理
事
を
１５
人
か
ら

１３
人
、
監
事
を
５
人
か
ら
４
人
と
す

る
定
款
の
一
部
変
更
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　　

４
月
１８
日
の
役
員
選
任
手
続
班
長

説
明
会
か
ら
始
ま
っ
た
、
役
員
選
任

に
係
る
各
種
協
議
会
も
多
数
の
組
合

員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
役

員
選
任
制
に
基
づ
き
、
区
域
・
区
分

ご
と
に
Ｊ
Ａ
あ
き
た
白
神
の
役
員
に

ふ
さ
わ
し
い
方
々
を
選
出
頂
き
ま
し

た
こ
と
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

通
常
総
代
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ

た
理
事
会
に
お
い
て
は
佐
藤
謙
悦
氏

が
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
再
任
さ

れ
、
新
執
行
体
制
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　　

新
執
行
体
制
の
下
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
「
農
業
者
所
得
増
大
と
農

業
生
産
の
拡
大
」
を
目
標
に
、
全
県

一
、
日
本
一
の
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。
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